
子ども虐待への対策と地域連携の一環として、志村浩二先生をお招きして、「精神疾患を抱えた保護
者の理解と対応～信頼関係の構築と家族アセスメントの重要性～」についてご講演いただきます。
志村先生は、臨床心理士として三重県各地の児童相談所で児童福祉司および心理判定員や亀山市で

の子育て支援の管理職（専門監）を経て、現職につかれています。
今回の講演では、その豊富な実践経験をもとに、事例を通して、精神疾患を抱えた保護者との信頼

関係の構築のあり方、家族アセスメントの重要性について考えます。ごみ屋敷・ネグレクト・アル
コール依存症・DV・母子心中未遂・・・精神疾患のある親の病理によって、子どもが受けるダメージ
をいかに防ぐことができるのか。精神疾患を抱えた保護者の理解とその支援のあり方について、子ど
も虐待に関わる専門職、地域のボランティア、関係者の理解を深める講演です。

ご記入いただいた個人情報は、関西大学個人情報保護規定に則り適切に管理いたします。本イベントのご参加登録のみ利用しこれ以外には使用いたしません。
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お名前
ふりがな

TEL － －

ご住所
〒 ―

所属

浜松学院大学短期大学部
幼児教育科准教授

志村浩二 氏

関西大学堺キャンパス事務室地域連携担当
〒590-8515堺市堺区香ヶ丘1-11-1 『社会的養護 講演会』係
E-mail sakai-info@ml.kandai.jp FAX 072-229-5082 TEL 072-229-5024

はがき・FAX・E-mailにてお申込ください。申込
方法

対象
対学校、幼稚園、保育所、保健センター等関係機関、社会的養護施設関係者
ソーシャルワーカーおよび堺市民

講師
関西大学人間健康学部教授

山縣文治 氏
司会


